
様式３
学校番号

令和 8
戸畑工業

北九州一円の産業界の発展を支える工業人材を育成する学校
　学校で学び、企業で実際の仕事を体験する「戸工版デュアルシステム」をはじめとする実践的なものづくり教育を通し
て、次代を担う自律心と思いやりの心を持ち、地域産業界の発展に寄与する創造的な工業人材を育成します。

・工業に対して興味・関心をもち、企業での就業体験やものづくり、資格取得など積極的に取り組もうとする人
・運動競技や文化芸術活動、生徒会活動において継続的に活動する意欲をもち、望ましい人間関係を構築しようとする人
・自らの能力を伸ばすために努力を続けようとする人

・興味・関心、適性に応じた４学科８コースの中から選択できる得意技コース制の充実
・地元企業と連携した戸工版デュアルシステム（１年次１週間、２年次２週間、３年次２週間）最大５週間の実施
・産学官連携産業人材育成事業を活用した実践的で高度な専門的知識・技能の習得
・ICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実践
・ものづくり教育や資格取得の推進

スクール・ポリシー
（三つの方針）

年度重点目標

職員、生徒が健康に対する意識を高く持って「働く」「学ぶ」ことができる学校にする。

教科間等での情報共有を積極的に行い、指導の充実に生かす。

　地域、企業の連携により、社会に貢献できる人材を
育成する。

ボランティア活動等、地域等と連携した取組を通して教育成果を地域に還元する。

　社会で活躍できる人材育成のために、特色ある教育
活動（戸工版デュアルシステム、得意技コース制）を
効果的に運用し、高校3年間を見通したキャリア教育
を推進し、生徒の希望進路を実現させる。

「戸工版デュアルシステム」を通して健全な勤労観の醸成、そして自己有用感の育成を図るため、受け入れ先
企業や保護者との連携協力体制を維持・強化する。

社会生活で生きる基礎学力の定着に向けた指導を徹底するとともに、ものづくり活動及び資格取得の奨励によ
り工業人としての素養を高める。

　「観点別評価」と「指導と評価の一体化」を充実させ、
学力保障に努める。

評価を観点別、個別の生徒理解に生かし、指導の充実につなげる。

職員間の報告・連絡・相談を徹底し、いじめ防止ならびにいじめ事案への早期対応を図る。

学校ホームページ等のさらなる活用により教育活動等の情報を積極的に発信する。

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）
高等学校

　創立８８年となる本校は、長期企業実
習における最新技術や熟練技術に触
れる「戸工版デュアルシステム」の実施
による、実践的・体験的な活動をとおし
て、社会人基礎力（挨拶やコミュニケー
ション力等）の定着に繋げている。ま
た、就職希望者の８割以上が地元企業
を志望するなど地域産業を支える人材
育成に大きな成果を上げている。
　また、生徒（生徒会や各学科）と地域
が連携したボランティア活動をとおし
て、主体性や思いやりの心を育成でき
た。さらに地域貢献活動では、継続的
な本校独自の活動が認められ、戸畑消
防署長から表彰を受けるなど、地域に
根ざした教育でも成果をあげている。
　昨年度の課題として、「いかに戸工生
としての自信と誇りを持たせられるか」
「いかに本校の取組・魅力を地域に伝
えていくか」がある。そのためにも、”よ
り一層の特色ある教育活動の構築”と”
積極的な情報発信”を目指したい。

志高く叡知を磨き、誠実かつ心身ともにたくましく　地域の産業界に貢献する工業人の育成

学校運営計画（４月）
評価
（総合）

教育活動全体を通して戸畑工業高校で学ぶ意義を生徒に常に自覚させ、工業教育を通した人間教育の充実を
目指す。

職員、生徒が５S、４Sの理念を理解し、日々安全・安心な環境での教育活動を行う。

自他の安全・安心について考える教育活動の充実と職員による生徒理解の充実を図る。

学習目標の明確化と職員、生徒のゴール像の共有により、わかりやすい授業を展開する。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

具体的目標

　集団活動を通して望ましい人権感覚を養い、いじめ
のない学校づくりを推進する。

　安全・安心な学校づくりに努め、心身ともに健康で健
全な工業人材を育成する。

福岡県立

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・社会で必要な基礎学力とコミュニケーション能力の育成
・実習や就業体験などの体験活動を中心に、創造的・実践的な工業技術者の育成
・3年間を見通したキャリアパスポートの活用による職業観・勤労観の育成
・特別活動、部活動、ボランティア活動をとおした心身ともに調和のとれた人格の育成

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

１８
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様式３

具体的方策

行事ごとの職員アンケート

HP等を活用し、本校の活動が広く周知できるよう努める。

学んだ知識・技術を実践に生
かし、自律的に判断し行動で
きる力の育成

学校行事、会議等の円滑な
運営

地域貢献活動やボランティア活動への積極的な参加を図る。本校の活発な魅力発信

各分掌、各科主任などの関係部署と連携を密にし、諸行事の早期立案を図
る。

諸行事の運営が円滑に行えるよう、計画・進行等の事前協議を図る。

具体的目標

コミュニケーションスキルやソーシャルスキル、規範意識の獲得・向上を図る。

いじめの早期発見、早期対応、見逃し０を目指し、情報共有や環境整備を図
る。

生徒総会要望出し

学校生活に関するアンケート
いじめに関するアンケート
講演等のアンケート

生徒が主体的にボランティア活動に取り組み、地域に貢献する機会を設け
る。

購入希望図書アンケート

進路ガイダンス・進路報告会の実施アンケート

健康相談講座実施後のアンケート
SC・SSW等関係機関への聞取り

PDCAサイクル等を通して、自ら考え行動判断できるよう指導する。

戸工愛や戸工プライドを伝承し、自己存在感を与える。

安心安全な学校生活の運営

自己指導能力の育成

保健環境

生徒個々の強みと専門性を
生かした、満足度の高い進
路実現

キャリアパスポートを活用し、自身の成長や変容を記録させ、自己PR力の向
上を図る。

進路行事の教育効果を分析・検証し、主体的に進路を切り拓くための環境を
整備する。

特別な支援や配慮が必要な生徒について、教職員間で共通理解を図り、支
援体制づくりを推進する。また必要に応じてSC・SSW等の専門機関と連携を
図る。

研修図書
各分掌との連携を図り優先度の高い研修を実施する。

教育活動に必要とされる研
修を提供

図書館の利用促進
全校アンケートで探究や趣味のニーズを把握し、希望図書の迅速な反映で
『行きたくなる図書館』を構築する。

心身の健康の保持増進

教育活動が安全に実施でき
る環境整備

環境衛生検査や安全点検等を行い、教育活動が安全に実施されるよう努め
る。

読書週間に図書館の利用を促す。

生徒指導

進路指導

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

授業アンケート、希望研修アンケート

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

学習指導

企画広報

体験入学参加生徒へのアンケート

中学校訪問、体験入学等では、本校の魅力をPRできるよう努める。

各コースの専門性を確立さ
せるための基盤となる知識・
技能の確実な習得

会議資料等の手配を確実に行えるよう努める。

AIとの対話で個別の課題を可視化し、生徒自らが学びを最適化してPDCAを
回す『自己調整学習』を確立する研修を行う。

各学科・コースの学習内容を明確にし、適切な時期のガイダンス等を通して就
業意識を高めるとともに、目的意識をもった学習を促す。

授業アンケート
各科と連携し、将来のキャリア形成を見据えた計画的な検定・資格取得を推
進するとともに、生徒個々の専門性を高める。

授業や実習で身に付けた知識・技術を活用・応用できる学習場面を意図的に
設定し、教科横断的な授業を行う。

授業におけるICT使用状況アンケート
全科目でICTを効果的に用いた指導計画を策定し、視覚的・対話的に「分かる
授業」を実践・展開する。

委員生徒アンケート

健康診断・健康観察・健康相談等から、生徒が自他の心身の健康に関する課
題を発見し、生活に活かせるよう努める。

進路支援のDX推進による情
報共有の強化と業務効率化

データ管理の一元化と情報提供を迅速化し、生徒の個別支援と教職員の業
務軽減を両立する。

進路情報提供に関するアンケート
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１年

基本的生活習慣の育成

６割以上の生徒が年間皆勤者となるように基本的生活習慣を意識させる。
学校生活に関するアンケート
いじめに関するアンケート

授業規律（イレブン、５S）を徹底させる。

規範意識を確立（特別指導や問題行動の未然防止）させる。

キャリア教育を通じての将来
像の構築

キャリアパスポートを活用し、自身の成長と課題を振り返らせ、将来の進路実
現を見通す力を養成する。

キャリアパスポート記述分析
デュアルシステム事後アンケート

デュアルシステムを通じて勤労観を養い、工業人としての資質を向上させる。

各種適性検査の結果から自身の能力・性格を把握し、個々の適性に応じた最
適解の進路を考えさせる。

企業アンケートを分析し、「戸工版デュアルシステム（ＤＳ）」の質的向上と改善
を図る。

工場見学やキャリアガイダンスを通じ、生徒の主体的な進路選択と職業観を
育成する。

人権教育推進委員会において生徒の情報を共有し、対応を検討する。

特設授業感想・アンケート
人権行事アンケート等

デュアルシステム

受援力と支援力の育成を通じ、互いに支え合う集団づくりを行う。

他者の痛みや個性を尊重し、人権感覚を磨く多角的な指導を展開する。

早期発見・早期対応に努め、いじめを許さない学年の風土を醸成する。

ＤＳ協力企業との連携を密にし、実習・研修内容の充実と指導体制の最適化
を推進する。

人権教育推進

生徒情報の共有や各分掌と
の連携による人権教育の充
実

生徒の実態把握に基づく人
権特設授業の充実

賞讃を原則とした支援や指導を行い、特設以外でも人権学習を実施する。

教育相談係と連携し、生徒が悩み等を相談しやすい環境を構築する。

社会的・職業的自立に向け
た能力や態度の育成

特設授業を生徒の実態に合わせたものに改善する。

特設授業の振り返りを入念に行い、次年度以降の改善に資する。

生徒連絡会（拡大学年会議）を適宜開催し、生徒の実態を把握する。

学年

２年

３年

他者貢献性の育成

社会人基礎力の育成

整理整頓など環境整備を通し、安全意識とものづくりの基礎を身に付ける。

規律を守り、最上級生として模範となる責任ある行動を導く指導を行う。

第一希望進路実現95％以上を達成させる。

学年・学科が協力し、生徒の特性に応じた最適な進路実現を支える。

自分らしい進路の早期実現に向け、具体的な目標設定を導く。

生徒への徹底した指導を職員全員で行う。

自他を尊重する挨拶を習慣化し、円滑な対人関係の基礎を築く。

年度末振り返りアンケート時間厳守と提出期限の徹底を図り、社会生活に必要な責任感を養う。

学校生活に関するアンケート
いじめに関するアンケート

進路希望調査アンケート
キャリアパスポート活用アンケート

言い換え確認、情報のバトンパスを促す指導を行う。

学校生活に関するアンケート
いじめに関するアンケート

社会の中で自立し、他者と協
力しながら、より良く生きてい
く人材育成

個々の適性と専門性を活か
し、希望に寄り添った進路支
援の確立

デュアルシステム実施後アンケート（生徒、企業向け）
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事務室

資格取得の推進

即戦力となる人材育成

資格取得への意識の向上

適切な業務運営

効率的な予算執行による生
徒の学習環境整備

学校生活アンケート
各種イベントに関するアンケート
授業評価アンケート

生徒アンケート

学科

機電系
機械科

機電系
電気科

機電系
情報技術科

校外活動への積極的参加

ものづくり活動の活性化

実験実習の充実と進路実現

建築系
建築科

計画的、組織的な教育活動
（資格取得含）の推進

ものづくりによる地域貢献活
動及び校外活動の推進 出前授業やイベント積極的にに参加し、中学生に向けた建築科の魅力発信を

活発化する。

各種資格取得に向け組織的な指導体制を構築し、合格率の向上を目指す。

実験実習で得た経験を生かし、３年生の第一希望進路１００％を目指す。

戸畑消防署との地域貢献事業の充実を図り、社会に貢献する姿勢と態度を
育てる。

ものづくりコンテストなどの大会参加にあたり、上位入賞を目指す。

授業評価アンケート
キャリアパスポート活用アンケート

地元産業で活躍できる人材を育成する。

科会議を定期化することで生徒の情報共有を行い、適切な教育支援を行う。 学校生活アンケート
各種イベントに関するアンケート
キャリアパスポート活用アンケート

実習に臨む姿勢の指導により、集合や提出等「時」の意識の醸成を図る。

第一種電気工事士など有用な資格取得の受験を促す。

ジュニアマイスター取得者を５名以上を目指す。

第二種電気工事士の合格率８０％を目指す。

５Sの徹底並びに安全教育の充実による工業人育成。

生徒アンケート定期的な大会練習等の活動を設定する。

機械に関する研修会に積極的に参加し、職員の技術力向上を図る。

各種講習会等へ積極的な参加を図る。

面接指導を重点におき、３年生の希望進路１００％を目指す。

イベントや出前授業に計画的に参加し、中学生への情報発信を活発化する。

資格取得指導を充実させ、ジュニアマイスター取得者５名以上を目指す。

出前授業等参加のために、生徒の技術力向上を図りながら、中学校へ向けて
戸工生をアピールする。

効率的な事務処理を心掛け、的確な会計処理を行う。

監査

柔軟な分権予算組みや執行管理を行い、迅速に対応する。

生徒の学習環境整備に添った予算執行に努める。

生徒アンケート

地域行事などに積極的に参加し、学校PR活動につなげる。

生徒アンケート
各講習会アンケート

授業評価アンケート

専門性の高い実習を行い、知識や技術の定着を図る。

建築CAD検定２級の合格率５０％を目指す。

5Sを主体的に実践させ、安全作業の徹底を図る。

２級建築施工管理技士補の合格率５０％を目指す。
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